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量を割り出した。
各歯列形態間で筋活動量，咀嚼回数を比較した結果，欠損歯数が増えるにつれて総筋活動量および
咀嚼回数が増加する傾向を示した。しかし，１回の咀嚼に要する平均筋活動量は，スプリントのタイ
プによらずほぼ一定であった。
結論として，第一大臼歯中間欠損は咀嚼回数の増加をもたらし，とりわけ両側第一大臼歯欠損歯列
で総筋活動量に有意な影響を及ぼすことが示唆された。
審査結果要旨
上下顎第一大臼歯は，咀嚼機能において最も重要な役割を担っているとされているが，日常臨床の
中で下顎第一大臼歯欠損はしばしば遭遇する症例である。下顎第一大臼歯欠損症例に対しては，固定
性補綴処置が広く行われるが，下顎第一大臼歯が欠損した状態を放置しても，問題なく咀嚼運動を行
い，顎機能障害を生じることなく経過する症例も少なくない。この症例に対して，処置を施すべきか
どうかの明確な基準はなく，その補綴処置の妥当性と必要性については結論が得られていない。本論
文では，下顎スプリントを使用することにより，正常歯列，片側第一大臼歯欠損，両側第一大臼歯を
シミュレートし，第一大臼歯部欠損歯列で咀嚼運動を行った際の咀嚼筋活動への影響に関して検討し
ており，歯科補綴学的に有意義な研究である。
実験には，歯の中間欠損を再現するため，被験者ごとに下顎スタビライゼーション型スプリントを
作製し，用いている。スプリントの左側第一大臼歯部を削合して左側第一大臼歯欠損のスプリントと
し，さらに，右側第一大臼歯部を削合し両側第一大臼歯欠損のスプリントとして実験に供している。
被験食品としては物性が大きく異なる米飯とビーフジャーキーが用いられている。咀嚼筋活動の被験
筋は，左側咬筋浅部，右側咬筋浅部，左側側頭筋前部，右側側頭筋前部であり，筋活動は表面電極を
用いて双極導出を行っている。筋活動量は，最大咬みしめ時の筋活動に対する比率（％ MVC）とし
て表され，咀嚼開始から嚥下終了までの筋活動量を積算するとともに，咀嚼開始から嚥下終了までの
筋電図波形から咀嚼回数を計測し，さらに，咀嚼回数で総筋活動量を除して，１回の咀嚼に要する平
均筋活動量を算出している。
結果として，総筋活動量に関して，ライス，ビーフジャーキー咀嚼時ともに欠損歯数が増えるに従
い増加傾向を認め，特に両側第一大臼歯が欠損した際に有意な増加を認めている。同様に，咀嚼回数
においても，ライス，ビーフジャーキー咀嚼時ともに，欠損歯数が増えるに従い増加傾向を認め，ラ
イス咀嚼時においては両側第一大臼歯が欠損した際に有意な増加を認めている。ライス咀嚼時に比較
してビーフジャーキー咀嚼時では，欠損歯数が増えるに従って，被験者間でのばらつきが大きくなる
傾向が示されており，第一大臼歯咬合面に加わる咀嚼圧の影響がライスの場合より大きいことが原因
であると考察している。一方，咀嚼した際の１回の咀嚼に要する平均筋活動量は，ライス，ビーフ
ジャーキー咀嚼時ともに，ほぼ一定であった。すなわち，下顎第一大臼歯欠損が片側のみから両側に
及ぶと，咀嚼機能への影響が大きく表れるという興味深い知見を得ている。
本研究から得られたこれらの情報は，下顎第一大臼歯欠損症例に対する治療方針の立案や患者から
のインフォームドコンセント取得における有益な指針となるものであり，今後の補綴歯科臨床に大き
く寄与すると考えられる。
よって，本論文は博士（歯学）の学位に相応しい論文と判断する。
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